
SSS30-06 会場:A05 時間:5月 25日 10:15-10:30

フラクタルな断層帯の幾何と静的応力降下のスケール依存性
Fractal fault zone geometry and scale-dependent static stress drop
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既に報告したように，断層帯の幾何はセグメントとジョグを構造要素として階層的に自己相似である (Fig.1a)．そのた
め，地震断層の長さ，平均すべり量，地震モーメントと間のよく知られた関係は破綻している．地震時のすべり量分布
もジョグに階層的に pinningされてスペクトル分布を示す (Fig.1b)．今回は，断層トレースとすべり量分布のデータが充
実している 21個の横ずれ型地表地震断層を解析し，平均静的応力降下4σが L0 とともに減少することを示す．

解析の留意点 1
(L, Dmax)の断層の Dav が πDmax/4であれば，4σ = CπDmax/4L
(L/n, Dmax)の断層セグメントが n個連なった断層でも Dav = πDmax/4だが，4σは nCπDmax/4L
[記号断層長:L，すべり量の最大値:Dmax と平均値:Dav，静的応力降下:4σ，比例定数:C]

解析の留意点 2
各断層セグメントのすべり量分布 Dx を以下の 2つで近似する．
摩擦抵抗が均質な場合　 Dx = 2(1 -ν)/G× (σyx

r - σyx
c)× (a2 - x2)0.5

摩擦抵抗が一定勾配の場合　　 Dx = (1 - ν)/G× (2σyx
r - σyx

c(x/a))× (a2 - x2)0.5

[記号　断層セグメントの半長:a，ポアッソン比:ν，リモート stress:σxy
r，摩擦抵抗:σxy

c]

解析の留意点 3
Ls(i,j) <Ws のセグメントに関しては4σav(i,j) = (7πG/8)(Dav(i,j)/L s(i,j)
Ls(i,j) >Ws のセグメントに関しては4σav(i,j) = (2G/π)(Dav(i,j)/Ws

長さ L0 の断層全体の静的応力降下の平均値は4σ = (Σ4σav(i,j)L s(i,j)/L 0

[記号　階層ランク i の j 番目のセグメントに関して，セグメント長:Ls(i,j)，
平均すべり量:Dav(i,j), 静的応力降下:4σav(i,j)，地震発生層の厚さ:Ws，剛性率:G]

解析結果
全 21個のデータのうちの 17個に関しては以下の式に回帰される（Fig.1c）．
　4σ = 79.0 L0−0.519 (単位は kmとMPa)
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